
  

 

部活動別の新型コロナウイルス感染症予防計画 

学校名 部活動名 顧問名 

都立蒲田高等学校 吹奏楽部  

 

１ 当該部活動の基本方針 

 

 

 

 

 

 

２ 活動場所における感染症対策 

 

 

 

 

 

 

３ 活動前後の感染症対策 

 

 

 

 

 

 

４ 部室・更衣室等の利用計画 

 

 

 

 

 

 

５ 生徒自らが行動変容を考えるなどの指導の工夫 

 

 

 

 

 

 

※ 各学校の実態等に合わせ、様式を適宜変更してください。 

様式２（部活動用） 

吹奏楽は感染症対策を十分にとっても感染リスクの高い活動であるため、環境の整備と生徒一人一

人の対策の徹底に努めた上で部活動を実施する。 

吹奏楽を通して各々の音楽的情操を養い、仲間とアンサンブルすることで相互の人間関係を築き、

発表の機会を経験することでそのための努力や達成感を得る。 

 

 

 

吹奏時以外はすぐにマスクをつけることをお互いに注意できるようにする。 

対面ではなく一列に並ぶなど、配置の工夫を考えさせる。 

 

 

 

窓を二方向以上開放し、常時換気を行う。 

吹奏楽用のフェイスシールドの着用と吹奏時以外はすぐにマスクを着用することの徹底。 

１m以上離れて練習を行う。 

 

 

 

入室の前後のアルコール消毒。 

体調不良時は練習に参加不可。 

練習後は速やかに下校。 

 

 

 

なるべく離れて個々で練習を行う。 

合奏の際には対面にならないように配置を考慮する。 

 

 

 


